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核分裂生成物化学挙動データベース ECUME の要素モデルセットには、シビアアクシデント解析コードへ

組み込み可能なモデルを収納しており、多様な化学条件を考慮できることに特徴を有する。改良したステン

レス鋼へのセシウム化学吸着モデルでは、気相中セシウム濃度やステンレス鋼中ケイ素濃度の影響を考慮で

き、セシウムの炉内高温領域分布のより正確な評価に資する。 
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1. 要素モデルセット概要 

軽水炉シビアアクシデント（SA）時に想定される多様な化学的及び熱流動条件は、セシウム（Cs）等の化

学的活性の高い核分裂生成物（FP）の化学挙動に大きく影響を及ぼすと考えられる。しかし、SA解析コード

に組み込まれている既往の FP 化学挙動モデルは、過去の実験を基にした経験的モデルであったり代表的な

化学条件又は熱流動条件のみを考慮していたりと、多様な条件における FP 化学挙動を取り扱うには不十分

であった。化学挙動データベース ECUME の要素モデルセット（EM：Elemental Model set）には、既往のモデ

ルを基に改良された FP 化学挙動モデルを収納しており、種々の化学条件及び熱流動条件を考慮できること

に特徴を有する。現行 EM で対象とする FP 化学挙動は、圧力容器構造材であるステンレス鋼への Cs化学吸

着挙動である。さらに、化学吸着した Csの再蒸発挙動、BWR制御材であるホウ素による Csやヨウ素沈着物

の再蒸発挙動、FP 化合物のエアロゾル挙動及び溶出挙動についてのモデルを構築中である。改良モデルに含

まれるモデル式や係数等は、種々の化学条件及び熱流動条件にて実施した要素過程実験結果の解析により決

定する。 

2. 要素モデルセットの適用の効果、結言 

現行 EM では、既往のステンレス鋼への Cs 化学吸着モデルに含まれる反応速度定数 vdを改良した。既往

の vdでは温度依存性のみを考慮していたが、EMの vdでは温度に加えてステンレス鋼中のケイ素濃度や気相

中 Cs濃度の依存性を組み込んでいる。図 1 は、気相中 Cs濃度を考慮した場合の、EM により算出した Cs化

学吸着量に対する既往モデルにより算出した Cs 化学吸着量の相対値を示す。既往モデルでは、気相中 Cs 濃

度によっては 10 倍程度の過小/過大評価となることが

分かった。この結果から、Cs 化学吸着の EM により、

より正確な炉内 Cs 化学吸着量・分布評価が期待でき

る。今後は、SAMPSON 等の SA 解析コードにモデル

を組み込み、福島第一原子力発電所事故時の炉内 Cs化

学吸着量・分布評価を行っていく。 
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図 1 EM による Cs 化学吸着量算出値に対する

既往モデルによる Cs化学吸着量算出値の相対値 
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